
　

現
在
、
府
中
町
歴
史
民
俗
資
料

館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
建
物

は
、
昭
和
29
（
１
９
５
４
）
年
に

役
場
庁
舎
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
当
時
の
町
の
人
口
は

約
１
万
３
０
０
０
人
で
、
36
人
の

職
員
で
対
応
し
て
い
た
。
昭
和

55
（
１
９
８
０
）
年
に
は
人
口

４
万
７
８
１
７
人
、
職
員
数
も

３
４
１
人
に
な
り
、
新
た
な
役

場
庁
舎
建
設
を
決
定
、
昭
和
59

（
１
９
８
４
）
年
４
月
２
日
に
現

在
の
役
場
庁
舎
へ
と
移
転
し
た
。

　

そ
し
て
、
旧
役
場
庁
舎
は
、
同

年
11
月
３
日
に
府
中
町
歴
史
民
俗

資
料
館
と
し
て
開
館
し
た
。

　

玄
関
か
ら
順
路
に
沿
っ
て
左
に

進
む
と
「
府
中
町
の
す
が
た
」
を

テ
ー
マ
に
、
ま
ず
、
地
形
分
類
図
、

空
撮
写
真
、
土
地
利
用
図
、
地
質

図
の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
か
つ
て

大
部
分
が
山
林
や
田
畑
で
あ
っ
た

府
中
町
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
現

在
に
至
っ
た
か
と
い
う
こ
と
を
う

か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
隣

接
す
る
動
植
物
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
府
中
町
に
生
息
す
る
動
植
物

を
パ
ネ
ル
で
紹
介
、
町
内
で
採
集

さ
れ
た
蝶
や
鳥
を
は
じ
め
多
種
の

生
き
物
の
標
本
を
展
示
し
て
い
る
。

　

２
階
に
上
が
る
と
、
「
府
中
町

の
あ
ゆ
み
」
「
人
び
と
の
く
ら
し
」

を
テ
ー
マ
に
、
府
中
町
の
太
古
か

ら
の
歴
史
と
明
治
・
大
正
・
昭
和

と
時
代
を
通
じ
て
人
々
が
生
産
や

生
活
の
道
具
と
し
て
使
用
し
て
き

た
も
の
を
、
実
物
・
パ
ネ
ル
・
復

元
資
料
な
ど
で
紹
介
し
て
い
る
。

こ
の
「
府
中
町
ふ
る
さ
と
歴
史
散

歩
」
で
紹
介
し
た
上
岡
田
古
墳
で

出
土
し
た
金き

ん

環か

ん

や
下
岡
田
遺
跡
で

出
土
し
た
重

じ
ゅ
う

圏け

ん

文も

ん

軒の

き

丸ま

る

瓦
か
わ
ら

や
道
隆

寺
付
近
で
見
つ
か
っ
た
蓮れ

ん

華げ

文も

ん

軒の

き

丸ま

る

瓦
か
わ
ら

、
県
重
要
文
化
財
の
田た

所
ど
こ
ろ

文も

ん

書じ

ょ

（
複
製
）
も
、
こ
こ
で
見
る
こ

と
が
で
き
る
。
一
番
奥
に
あ
る
藁わ

ら

葺ぶ

き
屋
根
の
農
家
は
、
本
物
の
旧

家
を
移
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
囲い

炉ろ

裏り

の
前
に
座
っ
て
み
る
だ
け
で

も
心
が
落
ち
着
く
で
あ
ろ
う
。　

　

今
、
自
治
体
の
財
政
難
に
よ
り

全
国
各
地
で
博
物
館
の
閉
鎖
や
無

期
限
休
館
が
相
次
い
で
お
り
、
保

有
す
る
貴
重
な
文
化
財
が
公
開
さ

れ
ず
、
倉
庫
に
保
管
さ
れ
た
ま
ま

に
な
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
た
。
府

中
町
も
例
外
で
は
な
く
、
開
館
当

時
は
専
門
要
員
の
学
芸
員
が
常
駐

し
て
い
た
が
、
経
費
節
減
の
た

め
、
現
在
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
管
理
を
委
託
し
て
い
る
。

し
か
し
、
近
隣
の
小
学
生
が
農
具

や
民
具
の
見
学
に
、
遠
方
か
ら
熱

心
な
考
古
学
フ
ァ
ン
や
大
学
の
研

究
生
が
訪
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
年

間
８
０
０
０
人
も
の
利
用
が
あ

る
。
ぜ
ひ
残
し
て
い
き
た
い
施
設

で
あ
る
。
休
館
日
は
月
曜
日
な
の

で
、
土
曜
日
や
日
曜
日
に
家
族
で

立
ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ

う
か
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田　

禎
昭

〔
第
100
回
〕　

府
中
町
歴
史
民
俗
資
料
館

ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

正しいごみ出しにご協力を
府中町環境センター(八幡四丁目1-1)　☎286–3266

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

旧焼却施設解体工事期間中のごみの持ち込み

　平成24年3月まで解体工事を行っていますが、環境センターへのごみの持
ち込みは、通常通り受け付けています。（環境センターは、無くなりません）
工事期間中は、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いします。

○下着類、靴下、毛糸玉、軍手、ふきんは、「普通ごみ」です。

○布団、座布団、シーツ、マットレス、毛布、まくら・クッション・

　ぬいぐるみ（30㎝以下は普通ごみ）、カーテンは、「大型ごみ」です。

※再生利用ができる有価物の「衣類」の分別を間違えないように出してい

　ただき、再商品化・再資源化にご協力ください。詳しくは、「ごみの出

　し方辞典（50音順）」をご確認ください。

3/20
(火/祝)

大型ごみ（山田1・2・5丁目）

普通ごみ【火・金曜日地区】

※環境センターへの持ち込みは受け付けていません。

午前8時30分
までにごみステーションに出してください。

つぎのごみは有価物の衣類ではありません

平成24年度家庭ごみの正しい出し方の配布
　今年度と同じＡ４サイズの「冊子」になっており、
3月中に各家庭に配布します。4月からの「地区別収

集日」「祝日の収集日」「ごみの出し方」などを掲載

しています。表紙にはご自分で『私のごみだし日』を

記入できるようになりました。ごみ出し日をよく確認

のうえ、決められた日にごみステーションに出してく

ださい。

ごみは、ルールを守って出してください
○ダンボールには、発泡スチロールを混ぜないでください。

○電気毛布、電気カーペットは、他の大型ごみの中に混ぜないでください。

旧役場庁舎落成式（昭和29年6月13日）

24. 3. １ 広報ふちゅう21




